
江戸の東海道から商業で賑わったこの街は、明治時
代に日本初の百貨店 ”三越” とともに常に時代の最先
端を進んできた。その流れの中、「銀ブラ」という
独自の文化が生まれた。「銀座をぶらぶら歩く」と
いうのは単なるショッピングに留まるものではない。
銀座という街を歩くこと、銀座で人に会うことに価
値を感じている人も多いだろう。銀座を歩く人はど
こか誇らしげであり、銀座に行く日はおしゃれをす
る。銀座は、そんな誰もが主役になれる、ランウェ
イのような街である。

01-01   ファッション商業の転換期00-01 「銀ブラ」という文化

銀座はファッションのまちである。銀座には、中央
通りを中心に多くのブランド店が集まる。そして、
銀ブラの主なアクティビティのウィンドウショッピ
ングを構成している。一方で、COVID-19 からネッ
トショッピングの利用が増え、服を買いに行くこと
が減り、銀ブラの魅力が低下した。そこで新たな銀
ブラの楽しみ方として、銀ブラの「準備をする場」
＝「試着室」のような建築を提案する。アップサイ
クルを中心とした循環型社会と、銀ブラの両者の促
進をつくり出す。

試着室単位でテナント貸出を行うこ
とと、アップサイクルを中心に銀座
の百貨店、ハイブランドをはじめと
した服の循環型経済を形成する。サ
スティナブルなファッション形態は、
販売だけでなく、 生産・体験の最先
端の場として、自分の服を再利用す
ること、生産が見えることで銀座の
新たな観光産業になる。

人間の衣食住にも含まれるファッションは、
COVID-19 を境に今まさに転換期である。商
店街という小売業から、百貨店の集約的小売
業へと変化し、徐々にECサイトやネットショ
ッピングへと姿を変えている。一方で、実店
舗の形態や存在価値に未だ変化はない。実店
舗の良さである、見る/歩くといった体験を活
かした商業形態をつくり、オンラインと実店
舗の棲み分けを考えていく。

日本での衣類の年間廃棄量は、100万トンと
言われている。その中でもブランドものの服
では、タグがついたまま廃棄されるものが多
い。アップサイクルは、そんな廃棄される服
を循環させるリサイクルの一種である。銀座
に並ぶブランド店や百貨店から、廃棄服を回
収/買取することで銀座の服のネットワーク
をつくりつつ、再利用/再価値化することで新
たなサスティナブルの循環をつくる。

  従来の小売業

  これからの実店舗  ネットショッピング

売れ残りの服

  アップサイクルの製品  アップサイクルの製品
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00-02   新たな銀ブラの楽しみ方
銀ブラ = 銀座はランウェイである.00 アップサイクルでつなぐ、銀座の新たなファッション形態01

04 試着室で繋ぐランウェイ動線がつくる高効率な循環購買体験
02-01 アップサイクルからつなぐ、服の経済ネットワーク

01-02 アップサイクルによる、服のネットワーク
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02 試着室が回す経済循環

03 新たな試着室から展開する建築空間

試着室は、店舗の隅のサブの場であり、
売り場が、商品と出会う場というメイン
である。しかし、実店舗からストレージ
が消え、商品までもがなくなっている中、
唯一体験の場としてオンラインで代替で
きないものが「試着室」である。その試
着室の仕組みを建築に用いる。本提案で
は、試着室を従来の「体験の場」に加え、
「服との出会いの場」とする。「試着室」
が、ショーウィンドーと売り場の役割を
果たすことにより、試着室単位でテナン
ト貸出ができる経済的効率性が向上する。

03-01 テナント貸出の好循環-試着室建築の利点

03-02 試着室の集約化による広告塔とツインコア-全体性と建築構造特性

試着室はがショーウィンドー的役割を果
たす。ファサードに表れる試着室は、そ
のブランドの広告的役割を持つ。また、試
着室が集約されることにより、内部に入
ると多様な試着室が並びショッピングが
行われる、入れ子状の全体性をもつ。服
を着こなし、ランウェイのように銀ブラ
を楽しむための、準備をする場所として
この建築は存在する。２つの試着室塔が、
ツーコア構造として構成されることで、
中央のランウェイ空間が、開放的な無柱
の大空間を実現している。

03-03 利用時間による３種の規格-試着室の単位空間
試着室は利用時間により短期・中期・長期の３種の規格で構成する。使用する場所、時間によって服も変わり、偶
発的な服との出会いもこの建築の楽しみ方の１つである。

01-03   循環システムを建築に取り込む
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短期的に利用する試着室。１つの試着室
に対し、少数の服との出会いの場となる。
試着室単位で貸出すため、アパレル店以
外にも、個人ブランドでも利用しやすく、
テナント貸出の好循環を生み出す。

ショッピングを長時間楽しむ方が利用す
る、カフェ的要素を含んだ試着室。１つ
の試着室に対し、多数の服との出会いの
場となるため、服を探しながらその場で
試着できる高効率な購買体験ができる。

インバウンドや長期滞在を目的とした方
が利用する試着室。ホテルとしての利用
と同時に、服の利用も可能となり、偶発
的に出会った服との生活体験ができる。
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アップサイクルによる、服の生産工程を建築空間に
取り込む。販売だけでなく、生産と体験の場の一連
の流れを可視化し、自分の服を再利用することと、
生産が見えることで銀座の新たな観光産業となる。
生産の場・工房の場を動線にすることにより、見る
ものの購買意欲を刺激すると共に、持続可能な社会
に貢献する。

 売り場  ショーウィンドウ
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  店舗
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試着室をめぐるランウェイ動線によって、断面的な空間や循環システムによる繋がりと、自由な平面の重なる全体構成をもつ。試着室空間の集積により、
広告塔の役割と購買意欲を高めるデザインとなる。「試着室」という装置によって着こなされた人々はランウェイのように「銀ブラ」を楽しむだろう。

 「試着室」
＋ホテル

 「試着室」
＋カフェ

 「試着室」

  試着室建築から連続するランウェイによって「銀ブラ」を促進する

  「試着室」は服との出会いと体験の場となる  開放的なアプローチとシンボリック工房があらわれる

  ファサードにあらわれる試着室は広告であり、店舗になる

  生産を見て学ぶ新たな産業観光

「服との出会いの場」
   試着室

ex)カフェ,休憩,ロッカー
長時間滞在に向いた試着室

ホテル試着室
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銀座のランウェイと続く、大
階段と開放的な公共空間。

２つのコアに集積する短期利
用の試着室によって引き込む。

縦の動線の産業観光によって、
販売促進と生産体系を感じる。

吹き抜けによってつながる工
房は生産の連続性を生み出す。

広場 /カフェによって低層と
の切り替え、中期利用を促す。

中期の試着室によって、小規
模店舗などの空間が集積する。

工房で実際にアップサイクル /
リユースを体験し、学ぶ。

地上階から連続した縦の動線で
ショッピングと生産を体験する。

着替えがいらないホテルとして、
長期利用のインバウンドを促す。

動線を変化させることで、宿泊
客と観光客を分ける。

眺望の良いレストラン /バーで
リラックスできる。
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ランウェイとして銀ブラを促進する「試着室建築」

生産の場

工房の場


